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何億年のむかし、現在の熊本市の大部分は一面の海底で、処々に小島が散在するに過ぎなかったと想像され

るが、その後数次にわたる地表上の大変動によって、次第に熊本平野が形成されるにともない、現在の出水.

健軍方面の砂硬層から湧きでる清劉夜泉をめぐって、弥生式土器民族のかなb大きな衆藩が完成されていった0
tz-n^わたつのみこと

時移って、健磐龍命の阿蘇の国建設、景行天皇の西征・神功皇后の新羅遠征など、国家的大事件はとくに熊

本地方と関係が架かったようであるが、現在ではそれらを裏付けるに足Dる京録伝説の類は何も残っていない

ようである。

西紀6 4 6年、大化の改新が行われると、託麻の三宅郡(今の出水地方)には、肥後の国府「託麻府」が

設けられ、宏壮な伽藍の国分寺の建立を見たが.これらを中心とした衆藩が形づくら九大きくなったものが、

熊本市の始まDである。

奈良朝前後の日本各地は、国力の大小によって,大・上.中・下と四等級に区別されていたが、肥後はその

ころ農産物産出量で九州諸国中群を抜いておD、延暦1 4年9月(平安の初期)に至って、全国中でも優位の

資格を認められ「大国」に昇進した。
みちのきみのおぴとな

この期に国司として、肥後に赴任した道君首名、紀夏井、藤原保昌、清原元帝等はいせも幾多の遺跡を留め

ているが、とくに後撰集の選者で.清少納言の父元輔と　平安期歌人「櫓垣女」との交遊の説話は有名である。

南北朝5 0年間は、戦乱の日が相つぎ、熊本地方もしばしば軍営の場に利用された。

l　長い戦乱のあと,天下が統一されるや、肥後全土の守護職は改めて菊池氏に委ねられ、一国政令の中心は限

部(現在の菊池市)の方に移った。

降って.文明元年(.1 4 6 9年)菊池の一族出田三郎秀信は、いまの熊本城東部の丘陵に千葉城(熊本城の

始め)を構えたが、次の鹿子木親員が、明応年間(1 4 9 0年代)に、今の古城の地に居城を移し、限本城と

称えた。ついで、城親冬と,佐々成政のあとを承けて天正1 6年( 1 58 8年)加藤清正が入城するにおよん

で、清正は国府の二本木方面から,苛覧ー商家などを移転させて、城下町の経営に着手した。また_この清正

は施本の自然にーはじめて大規模な人為のツル-シを振った武将で、河川tその他の土木事業に残した功績は

大きく,熊本市が城下町としての体裁を整えてきたのは_　このころからである。日本三名城の一つとうたわれ

る熊本奴は、この清正が慶長6年から1 2年にかけ_　7カ年の日子を賛して築城したものであるo

細川氏時化L寛永9年細川忠利の入国によって始まるが.細川氏は自来大政奉還の日に至るまで. 2 0 0

有余年闇にわたって肥後熊本の政治を行ったOこの細川氏は、歴代名君相ついだが.そのうちー　もっとも注

目すべきは,延享4年藩主となった8代重賢の治政であろう。このとき国政揚りー教学も大いに振興したo　と

くに藩賢「時習館」や,全国にさきがけて創設された医療ないし教育後閑としてのL満春館」 、薬草研究で有名

な「蕃滋園」などは,本市が長く文教の府として全国に秀でた因となった。また忠利のときに創建された水前

寺はー幽斉の古今伝授の闇とともに、いまも能本市の観光資源の一つとなっているが_晩年を薦本に送った剣

聖宮本武蔵の遺跡も_願本が持つ誇りの一つといえよう。

明治4年7月に入って_廃藩置県の大詔が出されると、肥後には、熊本,人吉の二県がおかれついで同年

1 1月改めて熊本,八代の二県となった。ところが翌5年6月熊本県はーふたたび白川県と改称され翌々6

年1月には八代県が廃止されて、白川県に併合されたため,月巴後全域は白川県の所轄となり、熊本市には県庁
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が設けられた。これは明治9年1月まで続いたが、同年2月さらに改めて熊本県と称せられるようになった。

このころ熊本城には鎮台がおかれ.市内には洋学校と,西洋医学の熊本医学校が出来て願本市は城下町とし

てにぎわいを見せていたが、 9年の神風連事件_　翌1 0年の西南の役と引続き大きな戦禍に見まわれ_　とくに

西南の役では,全市荷が焦土と化してしまった。 2 2年4月、市町村制が施行されるとこれまでの「能本区」

JL 「熊本市」と改められた.

明治の初年から、九州における政治・軍事の中心として、各種の官庁が置かれていた熊本市は、 2 4年汽車

の朗通によって熊本駅が設けられ、又3 0年代に入って市区改正の大事業が行われ、中央部の山崎練兵場が

市外に移されて新市街が出現するや、会社一工場,商店その他施設が続々と軒を連ね_　E]清,日算の戦勝の意

気も加わって,明治の隆昌期を現出した。

大正1 0年.周辺1 2カ町村を併合して大願本市の基礎を固妙、私鉄菊池軌道.熊本軌道∴御船鉄道及び国

鉄宮地線の開通整備と並んで1 3年には市電の開通があり、更に上水道施設.二十三聯隊の移転等によってt

いよいよ近代都市の面E]を薪にすることになった。しかし_昭和2 0年には空襲を受けて全市の大半は瓦磯と

化したoその後全市民の涙ぐましい努力によって、戦災水害等各種の苦難を克服し_今E]の隆盛を見争EIと

ができたが.市制遊行当時4万2千余人を数えるにすぎなかった城下町もーその後、次々と市境を拡大すると

,ともに、近代的な都市枚能の蓄積をはかり今や人口4 8万、九州の中枢管理都市として着実な発展の道を進ん

できた。更に近年は.薪無本空港の開設、九州自動車道の一部開通と相償ってt九州薪轍鉄道建設、海

上輸送の流通拠点として重要港湾熊本港建設計画の具体化など、近代的な都市としての重みを一層加えつつあ

る。これらの情勢をふまえt新しい地域社会の中での地方拠点都市として、健康で明るく豊かな都市をめざし、

市民の創意とエネルギーを薦集した真に魅力ある都市づくりに遠進してい争。

2　位置及び地勢

(1)位　　　置

熊本市は熊本県の西北部・東経1 3 0度4 2分・北緯3 2度4 8分の位置にある。これと同緯度の都市と

してQj:長崎市や中国の南京がこれに近い0本・市は緯度からいえば温暖を地帯に属するが、有明海との間に金

峰山火山帯があるために、大陸的気候となれ寒暖の較差が大きく気候的には恵まれているとは言えない。

地理的空間は、西北部から北部にかけては金峰山を主峰とする複式火山帯と、これに結ぶ立EB山等の小火山

の噴出物に掩われる台地によって構成されている。南半は、白川の三角州である低平を熊本平野によって占

められておれ　この白川流域からと坪井川.井芹川等が北半の台地の中に平野を切b開いている。このよう

な地形的制約があるため、本市の発展は、北部と西部にかいて停滞を余儀なくされ、東方および南方-伸長

しているoことに肥後台地の両線を縫う兎南方-都市膨張の重心が走向するのは、その南方熊本平野が主要

を米作地で、肥沃を水田地帯としての機能が尊重されるからであろう。

本市が商工都市としての飛躍的発展をとげるためには適当を外港を保持することが、年来の希望であった

が、松尾村並びに小島町の合併で有責港を得たことによれ　その念願を遂げたのである。

国道は、福岡から鹿児島へ向って西九州を縦断し、国道熊本・大分線、県道熊本・宮崎線等はいずれも本

市を中心としている。九州の幹線鉄道である鹿児島本線は、門司を起点として福岡・久留米・大牟田を経て

本市を貫き八代を経て鹿児島に達し、本市を起点とした三角線は、宇土から分岐して三角に至b海路島原・
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長崎を結び、また豊肥線は大分と結び、別府・阿蘇道路による別府・点崎を連ねる国際観光路線及び一部開

通をみた九州自動車道による陸上輸送道路を以て、更に新熊本空港の開港によって、九州交通締り中心とし

て要衝的位置を占めている。

(2)地　　勢

阿蘇火山と、金峰山系との接合地帯の上に存在する本市は、多くの山鳥.丘陵、台地等によって、完全に

四方を囲まれているが、本市の西北部に連なる荒尾山(445m)や石神山(1 64m) 、天狗山(237

m) 、本妙寺山(220m) 、.さらに西南部に隆起する筏岡山(133m)、市の東北境の立田山(151

m)等の山々は、いわゆる金峰LLJ系の一部として,阿蘇火山がその熔岩や粘土、砂磯、火山灰などをもって

熊本市建設の基礎=事を完成する以前に、その大体の骨組みを形成していたものである。一方河川では、阿

蘇火山に源を発する白川、北方鹿本郡界に流れを発する井芹、坪井の両河川、また水源を水前寺に発する江

津湖は、木山川と合して加勢川となっている.これらの諦河川はかんがい水として、とくに市南部一一帯の平

野をうるおし、農作に大きを効用をもたらしている。

3　市域の変遷

面積　171.7ZM

=
-
-
I

-
I
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4　人　　口

(1)年次別人口及び世帯数
(各年12月現在　但し_ 50年は7日現在)

年 次 世 帯 数
人 口

男 女 比

(R `圭4 50 )
1 世 帯

当 り人 口
備 考

総 数 男 女

明治 2 2 年

大 正 元 年

l l ,7 9 7

1 2 .7 3 6

4 2,7 2 5

6 6,4 8 8 3 5 ,9 3 8 3 0.5 5 0 8 5.0

3 ,6

5 .2

膿 農 . 自書 村 . 力 合

8 年 1 3,1 2 9 7 4,5 4 4 3 9,3 8 5 3 5 ,1 5 9 8 9 .3 5.7

昭和 元 年 2 7,1 5 7 1 5 0.0 7 5 7 5 ,6 8 0 7 4 3 9 5 9 8 .3 5.5

5 年 3 0 ,2 8 4 1 6 7 ,5 6 6 8 3 ,2 1 8 8 4 ,3 4 8 1 0 1 .4 5 .5

1 0 年 3 8 ,3 3 6 2 1 4 ,2 7 0 1 1 1 ,4 8 0 1 0 8 ,7 9 0 9 7 .6 5.6

1 5 年 3 9 ,8 1 3 2 4 3 ,5 7 4 1 1 6月 3 8 1 2 6,7 3 6 1 0 8 .5 6. 1

2 0 年 3 7 .9 8 1 1 8 0 .6 4 3 8 4 rO 3 5 9 5,7 0 8 1 1 2.7 4 .8

2 5 年 5 9 ,8 6 5 2 6 7,5 0 6 1 2 8 ,0 6 7 1 3 9,4 3 9 1 0 8 .9 4 .5 ( 国勢 調 査 )

3 0 年 7 1,9 7 8 3 3 2 4 9 3 1 5 9,5-0 1 1 7 2 β 9 2 1 0 8 .5 4 .6 松 尾 村 合 併

3 5 年 9 0 ,7 7 2 3 7 3,9 2 2 1 7 8 ,0 3 1 1 9 5,8 9 1 1 1 0 .0 4 .1 ( 国 勢調 査 )

4 0 年 1 0 7,6 3 4 4 0 7,0 5 2 1 9 2 5 3 8 2 1 4 5 1 4 1 1 1 .4 3 .8 ( 〟 )

4 5 年 1 3 0 ,6 0 8 4 4 9,2 5 4 2 1 1,3 2 2 2 3 7,9 3 2 1 1 2 .6 3 .4 ( 〟 ) 含 旧託 麻 、

.4 6 年 1 3 3,9 1 7 4 5 6,6 9 6 2 1 4 ,9 9 8 2 4 1 ,6 9 8 1 1 2 .4 3 .4 推 計 人 口

〟

〟

〟

′′

4 7 年 1 3 7,5 8 4 4 6 2 .3 2 2 2 1 7,8 6 0 2 4 4 ,4 6 2 1 1 1 .2 3 .3

4 8 年 1 4 1,1 5 5 4 6 9,9 9 2 2 2 1,5 6 5 2 4 8,4 2 7 1 1 2 .1 3 .3

4 9 年 1 4 5,0 1 7 4 7 7 ,2 4 6 2 2 5,1 5 7 2 5 2,0 8 9 1 1 2 .0 3 .3

5 0 年 1 4 7,8 4 9 4 8 1,4 9 9 2 2 7,3 6 0 2 5 4,1 3 9 1 1 1.8 3 .2

同道厘別U厚田触ii5品ia^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^E迦四日率直転ぢ

校区別 世 帯数
人 口

校区別 世 帯数
人 口

総 数 男 女 8 s & 罪 女

怒 数 1 2 8,5 5 9 4 4 0,0 2 0 2 0 6,8 5 4 2 3 3,1 6 6 北部地区 2 25 0 8 7 3,2 7 2 3 6,4 7 1 3 6,8 0 1

黒 髪 8.3 5 5 20.0 1 2 1 0.26 2 9.7 50

中央地区 3 3,2 1 9 10 9,1 0 1 4 7,8 5 4 6 ′1,2 4 7 m eh 3β0 6 1 2,1 94 5,9 0 4 6,2 90

城 東 2,2 1 5 7,4 4 7 2.9 8 8 44 5 9 高平台 2.0 2 2 7,7 4 3 3.7 2 8 4,0 1 5

慶 徳 1,0 8 2 3,6 6 3 1,5 1 4 2,1 4 9 清 水 3,2 1 1 1 1▼0 7 0 5,2 1 2 5,8 5 8

五 福 1,2 4 7 4,17 6 1,8 4 9 2,3 2 7 城 北 3,1 2 0 1 2.9 8 7 7,1 4 9 5,8 3 8

- サ 3,9 5 6 1 3,3 76 5,8 1 6 7,5 6 0 棉 6 1 0 2.1 0 0 1,03 5 1,0 6 5

壷 川

碩 台

白 川

3β0 1

3,4 2 2

3,2 9 8

1 2,4 0 7

1 0,3 1 6

1 0.5 7 2

5,3 8 0

4,2 7 7

4,4 4 6

7.0 2 7

6,0 3 9

6,1 2 6

龍 田 1,5 8 4 7,1 6 6 3.18 1 3,9 8 5

西部地区 1 4,5 3 5 5 5,9 0 1 2 6,0 6 8 2 9,8 3 3

春 竹 3β6 0 1 3,1 1 2 6,0 8 0 7,0 3 2 白 坪 3,0 5 4 l l,0 8 1 5,1 7 2 5,9 0 9

本 荘 1,9 7 6 6,2 5 2 2,7 5 2 3,5 0 0 城 西 3,10 3 l l,3 3 5 5,12 5 6,2 1 0

向 山 2.8 4 0 9,64 2 4,5 1 8 5,12 4 茂 園 3人)6 0 1 0,4 9 0 4:90 1 5,5 8 9

古 町 2,3 2 3 7,3 7 7 3,2 9 0 4,0 8 7 城 山 1,2 6 5 5,3 7 4 2,53 3 2,8 4 1

春 日

部地区

3.0 9 9

4 7,5 5 4

1 0,7 6 1

1 5 9,24 3

4,9 4 4

76.4 3 8

5,8 1 7

8 2,8 05

高 橋 2 6 3 9 8 4 4 4 6 5 3 8

中 島 9 4 0 4,4 0 9 2.0 9 9 2,3 1 0

4 、 島 9 6 3 4,1 1 4 1,94 7 2 ,1 6 7

大 江 4,7 9 9 1 3,6 2 0 64 3 4 7,1 86 松 尾 7 6 2 3.4 2 7 1,62 5 1,8 0 2

白 山

西 原

託麻原

3,8 2 0

2.3 4 0

6,3 0 3

l l,8 5 8

8,2 5 8

1 9,5 1 4

5,6 2 1

4,0 7 3

9,7 2 1

6,2 37

4,1 8 5

9,7 9 3

池 上 1,12 5 4,6 8 7 2.2 2 0 2,4 0 7

南部地区 1 0,74 3 4 2ー5 0 3 2 0.0 2 3 2 2 ,4 8 0

帯 山 6,0 0 0 2 0.5 1 8 9,9 1 0 1 0β0 8 画 図 1,4 1 2 5,5 0 5 !,6 1 4 2,8 9 1

出 水 4,6 7 1 1 5,3 8 6 6,9 2 5 8,4 6 1 日 逆臣 1,3 8 1 5,5 6 6 2.6 6 8 2.8 98

砂 取 3,7 6 8 1 2,3 0 1 5,6 6 6 6,6 3 5 御 幸 9 6 4 4,0 4 8 1,9 7 2 2.0 76

尾 ノ上 3,3 2 6 1 2,2 7 3 5,9 8 8 6,2 8 5 川 尻 2,3 9 0 9,7 0 5 4,1 9 3 5,5 12

健 軍 4,2 4 1 1 62 8 7 8,2 15 8,0 72 日 吉 3,0 2 2 l l,50 0 5,6 2 2 5,8 7 8

秋 津

若 葉

泉ケ丘

1,9 1 1

2,2 7 3

3,1 5 4

7.0 9 5

7,7 5 1

1 0,6 9 8

3,3 5 8

3,6 7 9

4,9 5 3

3,7 3 7

4,0 7 2

5,7 4 5

力 合 1,5 74 6,17 9 2,9 5 4 3.2 2 5

旧託麻村

地 区
2,0 4 9 9,2 3 4 4,4 6 8 4,7 6 6

* 9 4 8 3,6 8 4 1,8 9 5 1,7 8 9 託麻東 7 6 5 3.5 4 8 1,69 4 1,8 5 4

託麻西 6 8 2 2.9 3 5 1,4 7 8 1,4 5 7

託麻北 6 0 2 2,75 1 1,2 9 6 1,4 5 5

合吾 1 3 0,6 0 8 4 4 9,2 5 4 2 1 1.3 2 2 2 3 7.9 3 2
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(3)産業別1 5才以上就業者数

調 査 年 次

区 分

3 5 年 国 調 4 0 年 国 調 4 5 年 国 調

総 数 構 成 比 総 数 構 成 比 男 女 、 総 数 構 成 比 S 3 女

総 数 3 7 3 .9 2 2
% 4 0 7.0 5 2 % 1 9 25 3 8 2 1 4 5 1 4 4 4 9,2 5 4

形
2 1 1,3 2 2 2 3 7,9 3 2

1 5 才 以 上 人 口 2 6 7 ,7 5 5 3 0 6万6 8 1 4 11 3 4 1 6 5 5 3 4 3 4 6 ,1 2 6 1 5 8 ,3 7 8 1 8 7,7 4 8

就 業 者 組 数 1 5 2 ▼6 12 1 0 0 1 7 61 2 6 1 0 0 1 0 5 2 4 9 7 0 、8 7 7 2 0 7,1 7 8 1 0 0 1 2 0 ,4 5 3 8 6,7 2 5

第 1 次 産 菜 1 7,4 7 5 l l.5 1 4 β0 7 8 5 7 S 9 6 73 1 1 1 4 ,6 5 3 7 .1 7 ,4 3 2 7 ,2 2 1

ft 3H 15 .7 6 7 1 0.3 1 3 ,5 9 9 7 .7 6 ,6 3 4 6,9 6 5 1 3 ,6 0 9 6 .6 6 ,6 5 3 6 ,9 5 6

林 業 . 狩 猟 業 7 1 3 0 .5 7 2 2 0 .4 5 8 7 1 3 5 6 6 0 0 .3 5 4 6 1 1 4

漁 業 . 水 産 養殖 業 9 9 5 0 .7 5 8 6 0 3 3 7 5 2 1 1 3 8 4 0 -2 2 3 3 1 5 1

第 2 次 産 業 3 2 5 0 1 2 1 3 3 8 6 3 3 2 19 2 6 1 3 1 1 2 5 0 2 4 3 ,7 3 9 2 1 .1 2 8 ,7 3 2 1 5.0 0 7

鉱 . 莱 4 5 4 0 3 3 1 4 0.2 2 6 4 5 0 1 6 4 0 .1 1 4 1 2 3

.建 設 業 1 1 3 3 0 7 .4 1 4 3 3 2 8 ユ 1 1 β9 3 2 ,4 3 9 1 6 ,4 5 2 7 .9 1 4 ,2 2 9 2 ,2 2 3

製 造 業 2 0 .7 1 7 13 .6 2 3 S 8 7 1 3 .6 1 3.9 7 4 1 0 J0 1 3 2 7 ,12 3 1 3 .1 1 4 ,3 6 2 1 2 ,7 6 1

第 3 次 産 業 1 0 2 .6 1 3 6 7.2 1 2 2 3 1 8 6 9 4 7 1 ,42 0 5 0 .8 9 8 1 4 8 ,5 7 1 7 1.7- 8 4 .2 0 2 6 4 ,3 6 9

卸 売 . 小 売 業 4 2 .0 4 1 2 7.5 4 8 6 3 6 2 7 4 2 4 ,72 9 2 3 β0 7 5 8 ,7 5 2 2 8 .4 2 9 ,3 1 8 2 9 ,4 3 4

金 融 .保 険 .不 参産 業 5 .4 8 3 3.6 6 ,9 7 6 4 ∫) 3 .7 9 8 3 1 7 8 8 ,2 6 2 4.0 4 ,34 3 3 ,9 1 9

運 輸 . 通 信 業 1 0,2 8 5 6.7 1 3 ,2 3 5 7.5 1 1 3 0 0 1,9 3 5 1 5 ,6 1 2 7 -5 1 3 ,4 9 0 2,12 2

電 気 . ガ ス .水 道 業 1,2 4 5 0 .8 1 ,3 6 9 0 .8 1 ,1 7 1 1 9 8 1,4 5 1 0.7 1,2 3 ケ 2 14

サ ー ビ ス 業 3 0.8 6 1 2 0 2 3 6 ,6 5 8 2 0 8 1 6 β7 5 1 9 β8 3 4 7 ,0 7 7 2 2 ー7 2 1 ,4 6 3 2 5 ,6 1 4

公 務 1 2 ,6 9 8 8.3 1 5 4 4 4 8 .8 1 3 .4 4 7 1 ,9 9 7 1 7 ,4 17 8 .4 1 4 ,3 5 1 3 ,0 6 6

分 類 不 能 の 産 業 2 3 0 2 6 8 0.2 1 0 2 1 6 6 2 1 5 0.1 8 7 1 2 8

(注) 4 5年国調には旧託麻村を含む
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